
地

球

節

二
十
三
谷

が
既
に
不
思
議
で
.
今
や
干
拓
さ
れ
出
城
盆
地
中
よ
み

そ
の
存
在
を
失
ふ
事
は
蕃
ぶ
べ
き
郡
で
あ
る
｡
此
不
思

議
夜
潮
岬
に
附
悔
し
で
今
口
ま

で
凍
た
が
､
湖
沼
消
滅

と
共
は
霜
に

一
大
革
稗
に
寓
面
す
る
革
は
不
思
議
で
は

老
い
｡
歯
然
の
事
で
あ
る
CJ
触
し
俸
統
あ
る
栗
群
が
か

-
し
て
鼻
化
し
､
改
革
さ
れ
て
行
-
事
は
地
排
撃
的
兄

節

一
批

書

七

〇

地
よ
わ
兄
で
興
味
あ
る
好
個
の
研
究
資
料
で
あ
る
.

終
に
本
稿
を
革
す
る
に
骨
身
､
資
料
蒐
基
其
他
に
御

力
を
戴
い
た
素
都
府
商
工
水
産
課
､
兼

一
口
山
田
嚢
方

氏
も
御
牧
村
山
田
村
長
始
め
同
村
小
撃
枚
職
員
各
位
は

戚
謝
の
意
を
衷
す
る
次
第
で
あ
る
｡

完

(
昭
和
九
年
十
月
)

近

江
肯

地

誌

解

題
(

一

)

近
江
の
園
の
古
地
誌
を
調
べ
て
み
る
と
他
の
多
-
の

地
方
と
同
様
穂
川
の
文
運
隆
盛
の
歌
を
待
力
を
-
で
は

な
ら
な
い
が
､
飴
し
育
-
造
っ
て
和
銅
の
風
土
記
の
撰

述
は
如
何
と
云
ふ
ほ
今
は
洩
ら
ず
､
唯
木
村
正
僻
博
士

の
探
輯
諮
問
風
土
記
補
遺
は
近
江
問
の
榛
が
あ
-
細
浪

聞
及
び
伊
香
小
江
の
修
改
が
所
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
､
風

土
記
の
文
と
し
て
は
疑
は
し
-
､
叉
栗
田
寛
博
士
の
育

槍

田

忠

･雄

風
土
記
逸
文
に
は
証
進
風
土
記
の
記
事
が
あ
わ
'
前
者

と
典
は
日
本
古
典
登
基
本
の
揖
採
譜
図
風
土
記
は
龍
城

ruれ
tJ
ゐ
る
'
貼
る
ほ
近
江
輿
地
志
略
に

｢
近
江
風
土

記
と
故
し
二
冊
紙
数
六
十
葉
許
多
あ
る
沓
ほ
て
浅
井
郡

の
股
間
を
記
せ
る
も
後
世
の
低
作
夜
-
L
と
あ
か
'
前

述
の
風
土
記
逸
文
と
は
異
る
ら
し
-
乙
の
本
の
所
在
も

今
は
明
か
で
は
在
5'｡



近
江
陶
の
地
誌
と
し
て
両
日
を
備

へ
で
凍
る
の
は
賓

に
穂
川
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
て
世
は
太
平
と
な

-
､
各
地
方
民
衆
の
交
通
は
盛
ん
と
を
-
､
山
川
草
木

の
状
態
よ
-
歴
姉
事
情
､
信
仰
､
遊
覧
の
便
宜
を
稗
る

必
要
よ
卓
民
衆
的
な
出
版
物
近
江
名
所
岡
倉
風
の
も
の

現
れ
､
叉
詩
歌
俳
文
と
輪
番
に
依
っ
て
名
勝
薗
政
の
稔

明
を
な
し
た
る
娯
楽
的
な
る
琵
琶
湖
志
'
近
江
閥
凪
俗

歌
の
如

き
も
あ
る
D
之
等
は
近
江
閥
が
名
所
に
富
み
'

又
渚
街

道
に
潜
れ
る
摘
係
上

一
層
こ
の
傾
向
を
弧
-
し

て
ゐ
る
｡
特
に
兼
海
道
名
所
間
食
'
木
骨
術
道
名
所
岡

倉
'
伊
勢
参
宮
名
所
間
食
等
に
近
江
の
記
逮
多
-
､
之

等
と
近
江
名
所
間
食
の
出
版
と
に
多
-
の
禍
係
の
あ
る

が
如
き
は
こ
れ
で
あ
る
｡
之
等
民
衆
的
娯
楽
的
地
誌
の

他
に
大
明

一
統
志
の
例
に
な
ら
払
､
乙
の
近
江
閲
の
精

細
在
る
一
般
的
叙
述
を
な
し
以
っ
て
本
間
の
文
運
隆
盛

の
晋
判
を
な
し
た
も
の
に
近
江
輿
地
志
略
甘
食
が
あ
る

之
は
常
時
諸
岡
に
て
療
々
出
現
し
わ
る
膨
大
在
る
地
誌

編
纂
の
気
運
に
促
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
薯
に
十
数

年
の
歳
月
を
費
し
完
成
し
た
79
の
で
あ
る
｡
之
等
本
格

妃
江
古
地
寵
仰
矩

的
地
誌
の
他
'前
述
の
民
衆
的
､
娯
楽
的
地
誌
類
を
併
せ

て
穂
川
時
代
に
は
十
数
種
を
数
え
る
乙
と
が
山
凍
る
｡

然
し
そ
の
他
に
現
在
俸
ら
ず
し
て
輿
地
志
略
編
纂
常
時

(享
保
十
九
年
)存
在
し
た
も
の
に
近
江
記
'
近
江
郡
分

等
が
あ
る
｡
輿
地
志
略
に
近
江
記
は
就
い
て
は

｢
〓
1

冊
に
過
ぎ
ず
異
贋
相
反
す
る
薄
な
ら
｣
と
あ
ゎ
近
江
部

分
に
就
て
は

｢
帥
情
郡
の
人
木
村
源
四
郎
が
集

め
た
る

啓
十
二
仰
あ
り
'
各
地
の
物
産
を
多
-
記
し
醐
灘
の
記

載
不
充
分
を
-
｣
と
あ
-
､
今
に
そ
の
本
の
所
在
を
聞

か
ず
'
降
っ
て
明
治
の
御
代
と
を
-
L
も
多
-
は
前
代

の
記
建
方
池
に
依
み
､
例
へ
ば
明
治
二
十
三
年
の
近
江

名
跡
轟
内
記
の
如

き
が
あ
る
｡
大
正
､
昭
和
に
入
っ
て

は
中
川
泉
三
氏
の
努
力
に
依
み
近
江
坂
E=
郡
志
の
上
中

下
三
食
の
出
版
が
あ
-
､
之
に
刺
戟
さ
れ
て
譜
郡
志
の

編
纂
祁
穐
き
､
現
今
に
至
-
郡
志
を
さ
は
犬
上
､
伊
香
'

滋
賀
の
三
郡
を
残
す
の
み
と
在
っ
た
､
そ
し
て
を
の
審

冊
も
膨
大
と
夜
か
蒲
生
郡
志
の
如
き
洋
綴
十
巷
を
覆
す

ほ
至
っ
て
ゐ
る
､
近
江
重
機
に
関

し
て
は
投
嚢
腫
史
金

六
巷
が
あ
る
｡
之
は
時
代
順
に
記
述
し
た
も
の
t
J番
名

望

七
1



地

球

妨
二
十
三
槍

の
示
す
如
-
異
の
地
誌
と
は
云
以
難
さ
恨
み
が
あ
る
｡

然
し
之
等
多
-
の
資
料
の
存
在
す
る
乙
と
は
我
等
撃
碇

を
し
て
研
究
は
多
-
の
便
宜
を
科
せ
し

む
る
79
の
と
し

て
編
纂
者
諸
氏
に
満
胞
の
敬
意
を
捧
げ
る
次
節
で
あ

る
｡
以
下
rJ
の
小
請
は
於

い
て
徳
川
時
代
の
主
要
地
誌

及
び
同

一
傾
向
の
明
治
初
期
の
地
誌
二
三
の
兼
介
を
覆

す
考

へ
で
あ
る
｡
荷
､
皆
地
方
の
地
誌
輔
係
研
究
の
従

凍
磯
表
ruれ
ね
も
の
に
次
の
数
請
が
あ
る
｡
参
考
の
爵

附
託
す
る
次
第
で
あ
る
｡

択
淋
廿
地

誌
御
題

小
鳥
的
市
(
ほ
ん
や
解
二
番
飾
六
批
)

波
川
辰
約
と
虹
紅
炎
地
誌
略

小
梅
拍
市
(
歴
史
と
地
班

1
1
ノ
印
)

近
江
a
r地
誌
略
に
就
き
て

〝

(
歴
史
地
班
二
五
ノ
蛸
)

江

州

立

産

金
十
谷

第
本

著
者
及
び
著

作

年
代

は

不
詳
で
あ
る
が
筆
者
は
､
淡

海
地
志
の
編
者
原
田
減
六
で
あ
っ
て
著
作
は
元
撤
以
前

と
推
定
す
る
｡
乙
の
考
碇
は
後
述
す
る
｡
こ
れ
が
軍
資

な
ら
ば
近
江
の
近
古
地
誌
と
し
で
最
も
古
き
も
の
に
屈

す
る
の
で
あ
る
｡
現
在
彦
根
図
番
館
は
怨
九
'
巷
十
の

二
怨
を
減
し
て
ゐ
る
が
'
そ
の
金
十
盤
の
日
次
は
同
閲

審
舘
減
の
淡
海
地
志
懲

一
に
土
産
十
怨
日
蝕
と
し
て
記

鮮

山
紙

七
二

七
二

瓶
さ
れ
て
あ
る
の
に
依
-
知
･C,稗
る
｡
攻
の
如
-
で
あ

る
｡
巷

1
､
湖
水
艦
鯵
､
海
涯
名
所
､
食
二
､
十
二
郎

高
並
御
筒
先
領
分
､
陸
源
行
程
及
珍
減
名
物
､
湖
上
園

大
小
､
巷
三
､
曹
都
地
志
､
古
戦
場
､
賂
軍
曹
境
､
古
城

皆
城
､
怨
四
､
山
川
嶋
瀧
水
油
擬
坂
草
木
岩
､
巷
五
､

長
等
記
並
固
､
巷
六
､
叡
略
記
並
固
'
慾
七
､
竹
生
髭

並
図
七
巻
入
､
石
山
記
並
聞
'
怨
九
､
寺
配
本
記
､
年

中
行
事
'
巷
十
怪
異
都
銀
｡

淡
海

地

志

余
十
二遍

怒
本

彦
根
問
替
館
赦

本
音
は
怨

1
の
念
頭
に
蚤
十
三
巻
の
.日
次
を
記
し
､

次
は
土
産
十
巷
日
銀
在
る
も
の
を
記
載
L
t
次

い
で
漢

文
の
淡
海
地
志
序
が
あ
旦
刀
稚
二
年
孟
春
月
'
淡
海
散

人
p
原
田
減
六
州
と
し
て
.次
に
本
文
に
入
っ
て
ゐ
る
0.

●

番
十
三
の
巻
末
に
は
淡
海
錐

故
と
し
て
漢
文
故
が
あ
わ

元
稚
二
年
中
俺
､淡
海
廃
土
､減
六
軒
原
田
俊
信
誌
と
し

て
あ
る
｡
そ
の
本
文
の
内
容
は
愈

7
､
巷
二
､
淡
海
濫

鯵
､
海
涯
名
所
及
詩
歌
､
巷
三
､
十
二
郡
高
､
御
領
'

私
餌
分
､
海
陸
土
産
､
怨
四
､諸
浦
舟
数
､海
陸
行
轟
､

怨
五
､
武
勝
家
記
､
有
今
御
城
記
､
食
六
､
番
都
古
我



場
.
怨
七
.
入
p
山
川
水
石
記
'
潜
九
'
三
井
寺
境
間

記
､
怨
十
p
比
叡
山
記
並
園
､
忠
十

1
､
石
山
寺
記
並

固
､
怨
十
二
､
寺
配
本
記
､
年
中
行
事
､
怨
十
三
､
怪

異
郵
政
'
引
用
番
目
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
本
番
は
淡
海
地

志
の
基
本
的
形
態
を
最
も
よ
-
止
め
て
ゐ
る
淡
海
地
志

と
し
て
は
代
表
的
の
も
の
で
あ
る
｡

淡
海
地
志
の
異
本

淡

海

地

志

仝
十
二
怨

幼
木

東
都
脚
啓
館
政

本
番

に
は
元

碓

二

年
孟

春
日
淡

海

散

人

原
m
減
六
州

と
あ
る
彦
根
本
と
同

-1
の
序
が
あ
る
｡
目
次
は
海
陸
記

山
川
水
石
記
､
薯
都
並
武
賂
附
せ
今
御
城
討
､
官
戦
場

近
州
村
高
記
.塘
所
及
紺
地
帳
､海
陸
行
混
同
土
産
記
､

日
吉
､
俳
問
､
山
記
､
長
等
､
輿
麿
記
､
竹
生
石
山
記
'

帥
敢
俳
閥
も
遷
革
都
銀
よ
ト
在
っ
て
ゐ
る
｡

淡

聖

心
桝
㌫

･･･
卜

∵
･

.:
ト

h=;
1;
/
･=
･･･.
I

〇

本
番
は
題
名
､

淡
瓶
志

と
精
し
そ
の
日
次
は
前
者
と

殆
人
ど
同

一
で
あ
る
が
を
の
序
に
元
薩
元
年
孟
春
臼
淡

海
散
人
原
田
減
六
州
稿
と
あ
わ
､
序
文
の
長
さ
79
前
者

紀
江
甘
地
試
仰
鰐

の
三
分
の

一
位
で
あ
る
｡

淡
海
線

十
二
怨

･&,本

市
木
利
水
氏
赦

高
木
氏
の

家
裁
地

誌
日

銀

甫

節
に

依
れ
ば
本
番
に
は

●
●

懸
初
に
淡
海
地

志

序
と
し
‡
R
撒
元
年
の
洗
文
自
序
を

●

戟
せ
.
次
は
元
稚
三
年
の
淡
海
銀

白
勉
が
あ
う
'
魅
末

に
墜
uh
碓
七
年
の
和
文
故
が
あ
る
｡
そ
の
目
次
は
巷

1

海
陸
記
､
準

一㌧
叶
川
水
石
記
､準

二
､
嘗
都
､武
勝
､

古
今
御
城
記
､
怨
四
､
台
我
場
'
怨
五
､

近
州
柑
苗

記
､
令
六
p
給
取
湖
触
記
.
食
七
p
海
陸
行
程
'
土
産

記
､
食
入
'
日
吉
記
.
巷
九
､
長
等
紀
､
忠
十
'
竹
生

島
'
石
山
記
'
怨
十

二

醐
私
記
､
俳
間
､
年
中
行
事

記
.
怨
十
二
､
遺
事
都
銀
と
在
っ
て
ゐ
る
｡

本
巻
は
淡
海
銀
の
定
本
と
も
桐
す
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
前
述
の
淡
海
地
志
の
盤
班
せ
ら
れ
た
79
の
で
あ
る
｡

飴
し
近
江
の
地
誌
と
云
ふ
瓢
か
ら
み
る
と
未
だ
完
全
の

地
誌
と
は
云
払
難
-
近
江
輿
地
志
略
な
ど
に
比
べ
て
多

-
見
劣
少
の
す
る
の
は
や
む
を
得
な

い
｡
徳
川
期
の
最

古
の
地
誌
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
｡
所
も

著
者
が
大
瀧
の
人
で
あ

る
か
ら
湖
南
の
記
事
が
此
蛭
的

空

七

三



地

球

鱒
二
十
三
徐

多
-
､
献
寺
の
記
述
が
特
に
目
立
つ
O
淡
海
翼
錐
に
は

｢
其
背
磯
階
週
冗
往
々
不
快
人
意
也
｣
と
あ
-
'
近
江

奥
地
志
略
に
は

｢
此
番
奮
革
本
紀
を
本
文
と
し
江
況
武

鑑
を
必
要
と
し
具
備
を
わ
か
ね
ず
群
論
を
-
棉
-
が
ま

,

J
に
沓
集
め
た
る
藩
改
み
｣
と
あ
る
が
､
未
だ
地
誌
ら

し
さ
79
の
J
皆
無
軍
刀
稚
初
年
ほ
は
相
歯
の
苦
心
が
あ

っ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
｡
彦
版
本
淡
海
地
志
引
用
番

目
に
は
地
誌
は
閥
す
る
も
の
で
は
近
江
高
辻
帖
､
江
州

南
北
侍
帖
'
堅
田
記
'
伊
勢
道
中
記
､
道
中
旅
雀
ー
霜

羽
二
重
､
織
止
等
ほ
過
ぎ
覆
い
｡

淡
海
線
の
異
本

淡
海
線

十
佃

塞
川
辰
精
の
近
江
輿
地
志
略
に

｢
大
津
商
嚢
原
田
俸

兵
衛
減
六
が
梅
に
淡
海
銀
十
冊
世
間
は
流
布
す
｣
と
あ

とリ0
淡
海
線

二
十
五
怨

堀
池
鈍
寮

の
淡
源
要
録
の
序
に

｢
元
撒
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膏
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